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地質文献の郎時検索は可能か

文献巷がしに薔労し淀経験は大方の人はおもちのこをと

恩われる由文献秘手許紀ある場含はま花よいそれが

汐こ紀あるか蜜花その内容のあら濠しはということ

になるを探す湖ウでも時間がかかる哺

燃料地質学の分野でも例外ではなく過去の数多くの

業績を有劾に利用するために致年前から検討を行なっ

て来た甜最初は文敵をごく普通はやっているように

地域別1人省別曲対象別紀嚢組の淘一浮を作り納めて来

液がこれで1ま魏在のような集約化1スビｰド化にはど

うしてもマッチしない.そこで次にホｰルソｰトカｰ

ドシステムも検討された.そして最近では次に紹介す

るよ資な㌢ルチ愈一ド裡セレク労㎞とパンチ愈一ザ

による即暗穣繁餅可能あな蕎駿麟紀達した茗いう漢でも

なく現代は情報時代であるいかに早く情報をつかむ

かそしてそれを消化してゆくかで商売の業績も上る

わけだか研究の面でも研究者の文献さが〕はる負担

が皆無となったらこれ程よいことはない,

徳泳重元

セレクタｰすなわち鈴類機というものは電子計算機

の一部に線こ嘆れているものである弓ただここで紹介

するものは電算機の一部より外へをり出巷れ走緕果

ユつの機械としての性格をえたというものである.つ

バソチンダ嘩シン(跳n臨鵬胞亘灘讐鮒妻讐)で戴舳芦1迂バン労す葛

要な文献忙ついて台帳を作成しつつあったのですぐに

カｰ〆化に着尋しつつある.

カｰドは夏葛逝型式パンチカｰドでこれ紀図のよう

に文献の発行隼月文鰍名藷者名地載(図幅1炭固

･油閏等)名論文の肉容な濠を滋一ザ海じ稔がって並

べ文献の標題にし花透おで災段紀詞入し漢淀内容に

ついては相当するとこる熔孫淡賛淡ダ潔汐ンで穴をあげ

るこの段階はまっ走く電算機周の勿一将作成と同じで

ある.

ただ電算機においてはζの勿一ドの内容表示赫数

宇コｰドであらわされるのが常であるの紀ここでは貿

的の字を数寧⑬代りに入れているそのため一見して棉

1当する所に穴をあはることができる缶

竜いク夢舳紀葵一芦を入叙澄�
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一例をあげてみぷう､

燃料鞄質文献バン矛

蝸ポ相原安濠失:肩狩炭団砂川地隊の炭層の消長と雌穣蹟境

(日本鉱山地質学会討論会資料)(工鯛)

この場合

地域(1行一0段)

図幅(2-3)

炭団(§一塁)

文献内容(22一望23一工)

女彗…名(3ユｰ032-033一一03遺一一亙)

掲載誌(35)

年月(37-938-63警一6遥⑪一一1)

の欄カ茎パンチングされること紀なる劣㎞芦の裏繭はそ

の地粧含まれる府県名が詞載客れている珪こうして文

鳶口芦(嚢)

献についてパンチカｰド添で慧上ったらこれをまとめ

て順不同でし漢っておけぱよい苗古生物紀ついては�
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時代表鰍残轟穣畿鱗鞠徽籍幾縫1都撃薦

古生物文献バンチカド(叢)

少し内容には変化があるがその組立ではは差はない

一種のプログラミングである.

こうしてカｰドカミでき上ったらどうするか次にセレ

クタｰについて述べよう.

3セレクタｰ(分類機)

電算機はいうまでもなく機械部分をあらわすハｰド

ウエアでは入力･出力装置が主要なものである.前

の章でのべた思考部分のソフトウエアとはことなって

YesかNoかのはっきりとした区別が行なわれるので

単純な選択は全く容易にできる.

機械はマルチカｰドセレクタｰ(シャｰプ)HAC-250

を使用するとしよう.この機械は写真のように崖宥纂

つの部分にわかれ左のセレクタｰ部(HAC一腕OS)と

右のコントロｰ茅一部(HAC一筋0C)紀わかれている｡

今左側の竜レクタｰ部にカｰドを挿入する(この池

カｰドの内

容を別のものにか走ることによって踊遼毛いろいろにな

る一たとえば察務用としては備品種類ごとの勿一戸

経理関係の勿一ドなど鴛ンい一ラｰ部の数字の示す

意瞭は均一ドごと1にあ扱っても同じ機捌ごいく種類

もの愈一ドをかけることがで書もので用途は各方繭に

きわめて広いとい走る想うう｡

地質文献カｰドを各帥裏作り机の横にカｰド求ック

スをつみ重ねその中紀大事1ζ裁っておく時代はすでにす

ぎつつある幸

このカｰドを作りそれを集中管理しておけば並ちど

ころに自分の知りたいということがわかってしまう｡

機械そのものもとくに専門の人をおくことは必要なく

各自自分紀聞違あるコｰドぽ従ってダイアルを凄わすこ

とによって洪水のような情報時代ぽ粘くれずにゆくこ

とかできる花ろう･(筆者は燃料部石炭課長)�




